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シェルター部 HV-RW 用 HV-RW-S1 
 

本書はエンジニアリング向け説明書です
当社で認定されたエンジニアリング以外の方は

絶対に作業しないでください。 

■ 開梱方法と内容物確認 

Step 1 
一番上の小箱を取り出します。 

小箱の中には、以下の物が入っています。

 
● 扉用鍵   2 個 

● ゴムベルト 1 本 

● 合格証   1 枚 
 
 

Step 2 
箱の横についている 4 箇所の止め具を外します。

 
 
 
 
 
 

① 丸印部分を指でつまみます。 

 

② そのまま手前に引くとロックが 

外れて止め具を外せます。 

Step 3 
箱を上に持ち上げ、箱を外します。 

 

Step 4 

内容物を確認してください。 

□ シェルター部 HV-RW 用 HV-RW-S1・・・ 1 台 

□ 扉用鍵・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 個 

□ ゴムベルト※（赤、橙、黄のうちどれか一色）・・・ 1 本 

□ エンジニアリング向け説明書（本書）・・・ 1 部 

※ゴムベルトの色は選べません。 

内容物確認後、所定の方法で組み立ててください。 

 

 

16.04.05K（01） 

止め具 
（対面もあり）
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